
復帰 50 年記念演劇 from URASOE 

 

 

沖縄が復帰して 50 年。 

今日までの道のりは当時の沖縄の人々が思い描いていた理想の姿とは大きく違う。 

また若者にとってはその道のりを自分事として捉えることはできなくなっている。 

演劇を通して、市井の人々がくぐり抜けてきた沖縄の道のりを辿り、今の沖縄を見つめなおす。 

沖縄を取り巻く「本土とのズレ」、「世代間のズレ」、「同世代の中での考え方のズレ」。  

この演劇で 50 年の歩みを一度立ち止まって考えてみる。 

そんな演劇作品を 2 本上演しました。 

 

 

 

 

 

   

 

第 1 弾 

令和 4 年 9 月 16 日（金） 

島口説 

第 2 弾 

令和 4 年 10 月 20・21 日（木・金） 

72’ライダー 



第 1 弾 島口説（しまくどぅち） 

（沖縄本土復帰五十年企画 4 館合同公演（浦添、与那原、西原、南風原）） 

 

脚本 ： 謝名元慶福 

脚色・演出 ： 藤井ごう 

昭和 54 年北島角子の一人芝居として初演され、昭和 56 年文化庁芸術祭賞 

演劇部門優秀賞 受賞。 

 

あらすじ 

米軍基地の町にある 1 軒の民謡酒場。 

店で働く 2 人の女が独特のウチナー大和口で語りかける。 

「私の話を聞かないと本当の沖縄の琴はわかりませんよ」 

そう前置きして語りだしたのは・・・・ 沖縄戦のこと。 

廃墟の中で乙女となり、メリケン粉の袋で作ったワンピースで花嫁となっ

た青春。土地を取り上げられ、三線を弾き、歌を歌うことで抵抗に立ち上が

った父の生き様。歌と踊りと語りに載せて二人が演ずる山城スミ子の半生。そこに浮かび上がる沖縄のここ

ろ。 

 

 

 ・公演概要 

開催日時  令和４年９月 16 日（金） 開場 ： 18:30  開演 ： 19:00    終了： 21:15 

出演者   城間やよい、知花小百合、平良大（歌・三線） 

開催場所  アイム・ユニバース てだこホール 小ホール 

料金    一般 1,000 円  学生（高校生以下）500 円（当日券は一般のみ 300 円増し） 

名義     主催：アイム・ユニバース てだこホール、（公社）全国公立文化施設協会 

 企画制作：一般財団法人エー・シー・オー沖縄 

 助成：「文化庁 統括団体によるア－トキャラバン事業（コロナ禍からの文化芸術活動の 

再興支援事業）」『公文協アートキャラバン事業 劇場へ行こう２』参加事業 

来場者   207 名 

 

   

 ↑ 開場時の様子 



   

 

   

 

 

アンケート抜粋 

・話も歌もおどりもよかったです。私もウチナーンチュ、心にすごく沁みました。パワーもらいました。

（60 代・女性） 

・戦後の沖縄の背景をよく調べていて、涙も笑いもあり、本当に感心しました。沖縄に住んでいながら、

沖縄について知らない自分を少し恥ずかしく思いました。ありがとうございました。（50 代・女性） 

・大変すばらしかった。舞台上の 2 人の演技が本当に素晴らしく感動しました。笑いの中にも沖縄の抱え

てきた悲しみが表現されていて奥の深い演劇でした。（60 代・女性） 

・言葉が理解できなくて内容が？？のところが多かった。笑いあり、涙ありの所はよかったです。（30 代・

女性） 

・うちなーユーモアと戦後沖縄の組み合わせでとても笑いながらまた、いろいろと考えさせられて面白か

ったです。（40 代・男性） 

・とても分かりやすく説明をしてくれて良かった（10 代・男性） 

・2 人の掛け合いが素晴らしかった。（20 代・男性） 

・笑って、泣いて、胸が熱くなりました。すき子と沖縄の歴史を振り返りながら、これからも頑張ろうと

思いました。（60 代・女性） 

・もっと沢山の人に知ってほしい。沖縄県以外の人にも。子供たちにも。知らな過ぎた。沖縄の事を。素

人してなくて自分が恥ずかしく思う。（30 代・女性） 

  

↑ 復帰後の浦添街角写真展も併催 



第２弾 劇団 O.Z.E 72’ライダー 作・演出：真栄平仁 

作・演出 ： 真栄平仁（ひーぷー） 

復帰 40 年の際に制作された作品。脚本・演出に磨きをかけ、今年 5 月にな

はーとで上演され、3 公演すべて完売した。 

 

あらすじ 

50 歳の同窓会に出席しなかったやーすーのバイク屋に友人のてっちゃんと

長一が訪ねてきた。ビールを飲みながら 2 次会が始まり、若い頃のバイクの

話で盛り上がる。そこへ同級生の妙子、みえ、明日香も加わって、最近の近

況報告や懐かしい高校時代の話に花が咲く。あの頃と代わっていないところ 

と、かわってしまったところ。悩み多き 50 歳。そしてまた「沖縄」も今

年、復帰 50 年を迎える。1972 年当時と現代を行き来しながら物語は進行し

ていく。 

 

 

・公演概要 

開催日時  ①令和４年 10 月 20 日（木） 開場：18 時  開演：19 時  終演：20 時 40 分 

       ※20 時 45 分からアフタートーク実施 

②令和４年 10 月 21 日（金） 開場：18 時  開演：19 時  終演：20 時 40 分 

※18 時 40 分からプレトーク実施 

開催場所  アイム・ユニバース てだこホール 小ホール 

料金    全席自由 前売券：一般 3,000 円 学生 1,500 円 

※未就学児入場不可 ※当日券も同額 

プレイガイド アイム・ユニバースてだこホール 浦添市経済文化局文化スポーツ振興課 

劇団 O.Z.E  コープあぷれ  デパートリウボウ  イープラス 

出演者    劇団 O.Z.E 

安隆／平安信行 哲也／新垣晋也 長一／上原一樹 妙子／平良直子 

みえ／真栄城弥香  明日香／金城理恵  勇斗／渡嘉敷直貴  ほか 

名義      主催：浦添市文化芸術振興事業実行委員会 アイム・ユニバース てだこホール 

共催：浦添てだこライオンズクラブ 

来場者    ①234 名 ②195 名 

 

   



   

 

   

 

アンケート抜粋 

・先輩の 50 代の皆様の現実。そして 50 年前の復帰前後の事。「知る」機会を得られました。とて

も良かったです。30 代ですがこれからの時代と次代を作っていく私にはとても感動しました。

（30 代・女性） 

・とてももやもやしています。「無関心」だったからだと思います。また色々と自分自身でも勉強

（知る努力）したいと思います。（30 代・男性） 

・復帰をテーマにした演劇って難しそうだけど、沖縄の人が今抱えている現状をうまく表現できて

いたと思ったから。複雑でした。（30 代・女性） 

・日常に追われて、基地の事忘れてしまいがちです。ちゃんと考えないといけないと考えさせられ

ました。いろんな人に見てもらいと思いました。（50 代女性） 

・当事者が亡くなっているので心情を描くのは難しかったと思う。50 歳トークは酔いもあり軽いが

個々が抱える問題を笑いあい同級生と語り合う上原さんも見たかった。いきてこそ！！（50

代・男性） 

・笑いもあり、感動もあり、考えさせられるものもあるとても良い作品でした。演者さんたちの演

技もとても素晴らしく、自然で感情もとてもよく伝わる。とても好きです。胸がとても苦しくな

りますが、心に刻み込むべき出来事であり、知る機会を得られたことがとてもありがたく幸運で

す。（20 代・女性） 

・復帰の年に生まれた人達と復帰後で辛く腹立たしい人生を送った青年の対比が印象的。（60 代・

女性） 

↑ 松本市長とひーぷーさんのトーク 



復帰 50 年記念演劇 from URASOE にご協賛いただいた皆様 

 

 


